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1．はじめに

あいちトリエンナーレ2010は現代美術、音楽舞台芸術の最先端の表現を一常に会した3年ご

とに開かれる国|際芸術祭で、2010年8月211｣から10月31日まで開催されたものである。愛知

芸術文化センターを会場の中心にしてコンサートや作払展示などが開かれ、中でも現代美術の会

場は愛知芸術文化センター、名古屋市美術館、名古屋市中区長者町会場、同市中区納屋橋会場と

分かれ、美術館の中だけでなく住居、店舗や倉庫などを表現の場所として展開し多くの人が訪れ

た。そこは世界各地から集まったさまざまな芸術作品が展示されただけでなく、アーティストと

参加者が一緒になってワークショッブを行い、鑑賞するだけでなく描いたりつくったりしながら

現代美術を体感する機会の場にもなっていたのである。その中で子どもたちにも現代美術を身近

に感じることができるような創作体験企画としてキッズトリエンナーレが開催された。本報告は

キッズトリエンナーレの企画のひとつである、あいちワークショップの活動「ナンデモ絵筆で描

こう」の実践をまとめたものである。

2．キッズトリエンナーレの概要とあいちワークショップ

現代美術やものづくりワークショップを企両のテーマとしたキッズトリエンナーレのねらいは

「いつ来ても解放されている空間で、子どもたちが様々な人々と交流しながら創作活動を行い、

その作品も展示をする｡」というものである。具体的プログラムとして以ドの5つがあげられる。

①アーティストによるワークショップ

②造形講師による講座

③子どもや家族を対象としたガイドツアー

④未就学児童（幼児）対象のプログラム（平H:造形プログラム、夏休み・祝日：紙芝居）
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